
初めてのデジカメ講座写真展を開催しました。
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新
年
に
行
わ
れ
る
、
一
年
の
無

病
息
災
を
願
う
祈
り
。
国
や
宗
教

を
問
わ
ず
、
世
界
中
で
毎
年
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
こ
の
祈
り
は
、
令

和
３
年
の
今
年
、
世
界
中
の
人
に

と
っ
て 

最
も
切
実
な
願
い
だ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
松
本
の
新
年
に
欠
か
せ
な
い

「
三
九
郎
」。
し
か
し 

今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

懸
念
し
て
、
開
催
を
中
止
す
る
地

域
が
大
変
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
松
本
あ
め
市
に
訪

れ
る
県
外
観
光
客
の
数
が
増
え
、

偶
然
「
三
九
郎
」
の
焚
き
上
げ
場

面
に
居
合
わ
せ
た
方
が
、
ブ
ロ
グ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で 「
三
九
郎
」
や
繭
玉

の
姿
を
伝
え
て
い
る
の
も
目
に
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、私
達
松
本
市
民
に
と
っ
て
も
、

世
代
を
問
わ
ず 

思
い
入
れ
の
強

い
行
事
が
、
こ
の
「
三
九
郎
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
子
ど
も
の
数
が
多
く
、
集
ま
る

正
月
飾
り
の
数
も
桁
違
い
だ
っ
た

ひ
と
昔
前
は
、
町
会
同
士
の
威
勢

を
「
三
九
郎
」
の
高
さ
や
立
派
さ

で
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
性
が
、子

ど
も
達
の
心
を
捉
え
て
放
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
自
身
も
、「
無
病

息
災
」
を
本
当
に
願
っ
た
の
は
自

分
が
親
と
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
子
も
親
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
新
年
の
到
来
を
実
感

す
る
大
切
な
一
晩
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
少
子
化
の

進
む
現
在
で
も
変
わ
ら
ず
、「
三

九
郎
」
は
、
地
域
の
貴
重
な
文
化

財
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
14
日
（
木
）
午

後
６
時
。
開
智
橋
を
仰
ぎ
見
る
、

女
鳥
羽
川
の
河
川
敷
に

は
、
複
数
の
人
影
が
あ
り

ま
し
た
。
人
影
が
囲
む
の

は
、
大
き
な
だ
る
ま
を
天

に
頂
い
て
静
か
に
佇
む

「
三
九
郎
」。
こ
の
日
、
第

一
地
区
の
本
町
１
丁
目
、

伊
勢
町
１
・
２
・
３
丁
目
、

分
銅
町
町
会
が
合
同
で
、「
三
九

郎
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
先
述
の

通
り
、
開
催
を
中
止
と
す
る
町
会

が
非
常
に
多
か
っ
た
今
年
。
参
加

は
、
企
画
町
会
以
外
か
ら
も
可
能

と
い
う
こ
と
で
、
感
染
防
止
策
の

呼
び
掛
け
を
行
い
つ
つ
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
時
期
も
あ
り
、
や
は
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

不
安
や
問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、「
ま
さ

に
今
こ
そ
、
無
病
息
災
や
三
苦
労

…
病
・
重
税
・
不
作
（
不
況
）
…

に
打
ち
勝
つ
祈
り
を
絶
や
し
て
は

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

思
い
で
、
合
同
開
催
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
マ
ス
ク
姿
で
距
離
を
取
り
つ
つ

囲
む
炎
に
、
集
ま
っ
た
顔
は
、
大

人
も
子
ど
も
も
皆
赤
々
と
染
ま
っ

て
い
ま
す
。
道
行
く
人
も
立
ち
止

ま
っ
て
、
河
原
の
炎
に
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
て
い
ま
す
。

　
高
く
昇
る
煙
が
神
様
に
届
い

て
、
ど
う
か
世
界
が
危
機
を
乗
り

越
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

煙
を
乗
せ
て
、

祈
り
よ
届
け
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令和３年３月１日現在

世帯数   ：
人　口   ：
　男　   ：
　女　   ：

799世帯
1450人

702人
748人



新伊勢町町会
駅前花壇の雑草取り（R2.9.20）

本町１丁目・伊勢町１丁目・伊勢町２丁目
伊勢町３丁目・分銅町町会
三九郎（R3.1.14）

本町５丁目町会
町内マレットゴルフ大会（R2.11.1）

中条中町会
マレットゴルフ例会（R2.11.8）

博労町町会
マレットゴルフ会（R2.11.8）

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ

て
75
年
余
、
本
年
１
月
22
日
に
核

兵
器
禁
止
条
約
を
世
界
51
ヶ
国
が

批
准
し
発
効
し
ま
し
た
。
核
の
使

用
や
保
有
、
開
発
を
全
面
違
法
化

す
る
初
の
国
際
法
規
の
誕
生
で
す
。

惨
状
を
体
験
し
た
被
爆
者
に
と
っ

て
長
年
の
悲
願
で
し
た
。
し
か
し
米

国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
核
保
有
国

が
条
約
を
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
核
の
傘
の
下
に
あ
る
日
本
や
北

大
西
洋
条
約
機
構
加
盟
国
も
批
准

し
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
に
は
１
万
３

千
発
以
上
の
核
弾
頭
が
あ
り
、
そ
の

９
割
を
持
つ
の
が
米
国
と
ロ
シ
ア

で
、
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
を
結

ん
で
は
い
ま
す
が
停
滞
し
て
い
ま

す
。
大
国
の
責
任
は
重
大
で
す
。
世

論
調
査
で
は
各
国
の
人
々
は
核
兵

器
に
反
対
で
す
。
日
本
は
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
す
の
で
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
締
約
国
会
議
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
核
兵
器

の
非
人
道
性
、
残
虐
性
を
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が

被
爆
国
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
核

保
有
国
に
核
軍
縮
を
迫
る
力
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
世
界
の
大

勢
の
人
々
に
原
爆
資
料
館
を
見
学

し
て
も
ら
い
、
原
爆
投
下
の
悲
惨
さ

を
心
に
留
め
て
ほ
し
い
で
す
。
皆
が

核
廃
絶
を
強
く
願
う
で
し
ょ
う
。

令和２年度
町内公民館活動
ハイライト
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